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	 番 号　　　 　　
	

	



　　　　　　年度
儲かる産地支援事業実施計画書





市町村名：　　　　　　　　　　　

事業実施主体名：　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　





　
　


１　事業の目的






２　事業内容
	市町村名
	
	事業実施主体名
	

	対象作物名
	受益面積
	受益農家戸数
	事業の内容（規格・規模等）
	事業量
（台、棟、㎡）
	補助率
	事 業 費
	負担区分
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	県補助金
	市町村費
	その他
	

	
	ha
	戸
	
	
	
	円
	円
	円
	円
	

	合　　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



注）１　対象作物が複数ある場合、上段の対象作物名欄には主たる作物名を１位とし、以下順位を附して記載する。
　　２　事業の内容の欄には、導入する機械（例えば防除機、管理機）や施設等を記載する。
　　３　事業量の欄は、施設や機械の面積や単価、台数等を記入する。
　　４　事業費は、事業毎に消費税額まで含んだ金額を記入する。
　　５　備考欄には、事業毎に消費税等相当額について、これを減額した場合には、「除税額○○○円、うち県費○○○円」と記入する。
　　

３　現状と課題
	現状
	
	課題
	



４　事業導入による改善計画
	項　　目
	作物名
	現状
（　　年）
	目標
（　　年）
	目標達成のための具体的対策

	栽培面積(ha)
	
	
	
	

	出荷量(t)
	
	
	
	

	平均販売単価(円／kg)
	
	
	
	

	販売金額(千円)
	
	
	
	

	品質(Ａ品率(%))
	
	
	
	

	出荷期間( 月～ 月)
	
	
	
	

	単収(kg／10a)
	
	
	
	

	労働時間(h／10a)
	
	
	
	

	生産ｺｽﾄ(10a当経営費)
	
	
	
	


注）１　上記以外の項目で改善計画目標を設定する場合は、表を拡大し、生産コストの下に項目を追加して記載する。
　　２　現状は、事業実施前年度の数値とし、目標は事業実施後３年目の年度の目標数値とする。例えば３０年度に事業実施する場合、現状は２９年度数値を、目標は３３年度数値を記載する。
　　３　事業対象品目が複数ある場合は品目毎に作成すること。
　　４　事業対象品目が茶の場合は、出荷量について、生茶及び荒茶の両方を記載すること。それ以外の項目については、荒茶について記載すること。

５　機械・施設等の利用計画
（１）施設の利用計画
	作物名
	面積
	生産量
	利用期間

	
	
	
	



（２）機械の利用計画
	作物名
	受益面積
	作業内容
	1日当たり利用計画
	利用期間
	稼動日数

	
	
	
	作業時間
	左の面積
	
	

	
	
	
	
	
	
	




（４）小規模基盤整備に係る造成計画（特用作物産地改革支援型）
	作物名
	実施地区名
	既存面積
	造成面積
	計
	備考

	
	
	ａ
	ａ
	ａ
	




６　添付書類
　（共通）
　　・位置図
　　・機械・施設等の規模決定根拠
　　・見積書（１社以上の見積書を添付すること。）
　　・カタログ
　　・平面図、設計図等
　　・機械施設の管理運営規定
　　・営農集団の定款、規約、役員名簿等
　　・その他必要と認められるもの

